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（
一
）

架
蔵
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
一
本
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
価
値
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
本
書
は
『
国
書
総
目
録
』
に
も
未
載

で
、
い
ま
だ
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
新
出
資
料
で
あ
る
。
本
書
は
平
成
二
十
五
年
六
月
七
日
・
八
日
に
東
京
古
書
会
館
に
お

い
て
行
わ
れ
た
新
興
古
書
大
即
売
展
に
出
品
さ
れ
た
一
品
で
、
目
録
に
は
「
伊
勢
物
語
聞
書　

下
」
と
あ
る
が
、
本
書
に
は
ど
こ
に
も

「
伊
勢
物
語
聞
書
」
と
い
う
書
名
は
な
く
、
ま
た
、
必
ず
し
も
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
の
聞
書
の
体
裁
を
取
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
故
、

本
書
が
な
ん
び
と
か
の
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
の
聞
書
で
あ
る
と
は
確
定
で
き
な
い
。
小
稿
に
お
い
て
は
即
売
展
の
目
録
に
あ
る
「
伊
勢

物
語
聞
書
」
の
名
称
は
用
い
ず
、
本
書
の
著
者
と
思
わ
れ
る
宮
川
氏
某
の
名
を
取
っ
て
、
仮
に
『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』
と
称
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
架
蔵
『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
（
仮
題
）』
に
関
す
る
考
察

堤　
　

康　

夫 　
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本
書
は
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
第
七
十
六
段
（
小
塩
の
山
）
以
下
、
最
終
の
第
百
二
十
五
段
（
つ
ひ
に
ゆ
く
道
）
ま

で
し
か
現
存
せ
ず
、
前
半
を
逸
し
た
零
本
で
あ
る
。
（
１
）
本
書
第
八
十
七
段
（
布
引
の
滝
）
の
冒
頭
に
は
、

む
か
し
男
、
津
の
国
う
ば
ら
の
こ
ほ
り
、
あ
し
や
の
里
に
し
る
よ
し
し
て
、
い
き
て
す
み
け
り
→
上
巻
の
発
端
に
似
た
り
。

と
あ
り
、
本
書
に
は
確
か
に
上
巻
が
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
２
）
上
巻
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。

本
書
は
縦
二
十
四
・
四
糎
、
横
十
七
・
二
糎
、
写
本
一
冊
、
一
筆
で
あ
る
。
表
裏
共
に
橡
色
の
布
表
紙
に
渋
紙
を
貼
っ
て
あ
る
が
、
渋

紙
は
か
な
り
剝
落
し
て
い
る
。
表
紙
左
上
に
縦
十
八
糎
、
横
三
・
五
糎
の
題
箋
の
用
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
が
、
外
題
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
内
題
も
な
い
。
蔵
書
印
は
な
い
。
料
紙
は
や
や
厚
手
の
半
紙
で
、
袋
綴
じ
、
墨
付
九
十
二
丁
、
遊
紙
等
は
な
い
。
四
つ
目
綴
じ

で
、
綴
じ
紐
は
白
。
料
紙
に
は
半
丁
あ
た
り
、
縦
二
十
一
糎
、
横
十
四
・
八
糎
の
枠
内
に
、
各
十
本
の
罫
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
寺
院

の
写
経
の
用
紙
を
転
用
し
た
趣
が
存
す
る
。
柱
題
等
も
な
い
。
一
面
十
一
行
で
、
字
詰
は
一
行
二
十
字
か
ら
二
十
五
字
位
で
あ
る
。
随

所
に
虫
跡
が
存
す
る
が
、
丁
寧
な
裏
打
が
施
し
て
あ
る
。
概
ね
墨
書
で
あ
る
が
、
所
々
に
朱
筆
が
混
じ
る
。
ま
た
、
朱
筆
に
よ
る
加
点

や
傍
線
が
見
ら
れ
る
。
本
書
所
載
の
人
名
に
は
朱
筆
に
よ
る
一
重
線
、
書
名
や
元
号
に
は
同
じ
く
二
重
線
が
引
か
れ
、
和
歌
に
は
朱
筆

に
よ
る
長
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。『
伊
勢
物
語
』
本
文
、
注
釈
部
分
共
に
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
を
主
と
し
、
一
部
に
漢
字
片
仮
名
交
じ

り
の
注
記
が
存
す
る
。

本
書
に
は
以
下
の
奥
書
が
存
す
る
。

右
の
書
、
あ
ふ
み
の
国
神
崎
郡
な
る
宮ミ
ヤ

川
氏
某
よ
り
、
安
永
九
の
歳
秋
の
こ
ろ
、
贈
り
ゆ
づ
ら
れ
し
に
、
世
と
世
の
所
用
し
げ

く
し
て
、
漸
く
翌
と
し
さ
月
十
日
、
写
し
畢
。
さ
る
に
写
誤
、
脱
落
少
な
か
ら
ず
。
他
日
に
校
合
せ
ん
と
、
本
の
ま
ゝ
に
書
者
也
。

勢
州
朝
明
郡
羽
津
初
埜
山
光
明
寺
海
十　

印

こ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
本
書
は
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
秋
、
伊
勢
国
朝
明
郡
羽
津
の
初
埜
山
光
明
寺
の
海
十
が
、
近
江
国
神
崎
郡

の
住
人
宮
川
氏
某
か
ら
贈
ら
れ
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
五
月
十
日
、
受
贈
者
の
海
十
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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光
明
寺
は
三
重
県
四
日
市
市
羽
津
町
に
現
存
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
で
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
海
十
と
い
う
名
は

僧
ら
し
く
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
海
十
は
「
か
い
と
」「
わ
た
り
」
等
と
読
み
、
号
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
海
十
に
本
書

を
送
っ
た
近
江
国
神
崎
郡
の
宮
川
氏
某
に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
江
国
神
崎
郡
は
現
在
の
東
近
江
市
・
彦
根
市
・
愛
荘

町
の
一
部
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
宮
川
氏
某
は
、
あ
る
い
は
彦
根
藩
士
で
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
宮
川
献
臣
で
は
あ
る
ま
い
か
。
宮
川

献
臣
は
通
称
五
郎
兵
衛
、
字
は
徴
卿
。
雪
舎
、
ま
た
伊
福
と
号
し
た
。（
３
）

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
八
月
三
日
、
七
十
一
歳
で
没
し
て

い
る
か
ら
、
安
永
九
年
当
時
は
三
十
八
歳
で
あ
り
、
書
物
の
贈
答
を
行
う
に
は
不
適
当
な
年
齢
で
は
な
い
。『
伊
勢
物
語
』
は
藤
原
定

家
の
歌
論
『
詠
歌
大
概
』（
建
保
年
間　

一
二
一
三
ー
一
九
）
に
、
三
代
集
や
三
十
六
歌
仙
の
私
家
集
と
並
ん
で
、
歌
人
必
読
の
書
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
（
４
）

歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
献
臣
が
そ
の
注
釈
書
を
所
持
、
贈
答
し
た
と
し
て
も
、
何
ら
問
題

は
な
い
。
進
ん
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
本
書
の
著
者
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
以
上
、
海
十
の
奥
書
か
ら
判
断
す
る
に
、
宮
川
氏
某
が

自
ら
著
し
た
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
を
海
十
に
贈
与
し
た
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
小
稿
で
は
、
海
十
の
奥
書
に
み

え
る
宮
川
氏
某
を
宮
川
献
臣
と
解
し
、
併
せ
て
本
書
の
著
者
も
宮
川
献
臣
で
あ
る
と
解
し
た
い
。

（
二
）

次
に
、
本
書
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
書
第
七
十
六
段
の
冒
頭
を
掲
げ
る
。

昔
二
条
后
の
、
ま
だ
春
宮
の
み
や
す
ん
所
と
、
申
け
る
時
に
→
帝
十
九
、
后
廿
八
歳
。
春
宮
は
貞
明
親
王
。
貞
観
十
一
年
二
月
、

立
為
皇
太
子
。
こ
れ１

よ
り
後
の
事
也
。

氏
神
に
、
ま
う
で
給
ひ
け
る
に
→
武
（
或
歟
）
抄
に
、
大
原
野
に
春
日
を
勧
請
せ
る
也
。
藤
氏
の
后
妃
な
ど
の
参
詣
に
便
あ
ら
ん

が
為
也
。
閑
院
左
大
臣
に
、
嘉
祥
三
年
に
申
沙
汰
し
給
ふ
歟
と
あ
れ
ど
、
彼
左
大
臣
は
天２

長
二
年
に
薨
ぜ
ら
れ
た
れ
ば
、
忠
仁
公
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な
ど
の
執
奏
し
て
、
勧
請
し
給
ひ
け
る
に
や
。
文
徳
実
録
第
三
曰
、
仁
寿
元
年
二
月
乙
卯
、
別
制
大
原
野
祭
儀
、
一
准
梅
宮
祭
。

祭
は
二
月
上
卯
日
、
十
一
月
中
の
子
の
日
。

こ
の
ゑ
づ
か
さ
に
、
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
お
き
な
→
業
平
、
貞
観
六
年
三
月
、
右
近
衛
少
将
、
今３

の
御
供
、
四
十
五
六
歳
に
て
も
有
べ

け
れ
ば
、
お
き
な
と
い
へ
り
。

人〴
〵

の
ろ
く
給
は
る
つ
い
で
に
、
御
車
よ
り
た
ま
は
り
て
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
→
大
和
物
語
に
は
、
人
、
車
の
し
り
よ
り

奉
り
け
る
ひ
と
へ
の
御
ぞ
を
か
づ
け
さ
せ
給
ひ
け
り
。

本
書
に
最
も
近
い
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
は
、『
伊
勢
物
語
』
新
注
の
嚆
矢
で
あ
る
契
沖
の
『
勢
語
臆
断
』（
元
禄
五
年　

一
六
七
二
）
で
あ
る
。
第
七
十
六
段
の
引
用
の
内
、
傍
線
・
波
線
を
引
い
て
い
な
い
個
所
は
す
べ
て
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、『
勢
語

臆
断
』
に
一
致
す
る
。『
勢
語
臆
断
』
の
当
該
個
所
を
引
用
す
る
。
（
５
）

む
か
し
二
条
の
后
の
ま
だ
春
宮
の
み
や
す
む
所
と
申
け
る
時
→
貞
明
親
王
貞
観
十
一
年
二
月
立
為
皇
太
子
。
こ
れ１

陽
成
院
の
御
事

也
。

氏
神
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
る
に
→
或
抄
云
、
大
原
野
に
春
日
を
勧
請
せ
る
な
り
。
藤
氏
の
后
妃
な
ど
の
参
詣
に
便
あ
ら
ん
が
た
め

也
。
閑
院
左
大
臣
冬
嗣
、
嘉
祥
三
年
に
申
沙
汰
し
給
ふ
歟
と
あ
れ
ど
、
彼
左
大
臣
は
天２

長
年
中
に
薨
ぜ
ら
れ
た
れ
ば
、
忠
仁
公
の

奏
聞
し
て
、
勘
請
し
た
ま
へ
る
に
や
。
文
徳
実
録
第
三
云
、
仁
寿
元
年
二
月
乙
卯
別
制
大
原
野
祭
儀
。
一
准
梅
宮
祭
。
祭
は
二
月

上
卯
日
、
十
一
月
中
子
日
也
。
行
啓
は
五
条
后
に
は
じ
ま
る
。
三
代
実
録
第
五
云
、
貞
観
三
年
二
月
廿
五
日
己
巳
皇
太
后
向
大
原

野
神
社
奉
幣
。
御
牛
車
以
藤
原
氏
六
位
以
下
為
御
車
従
者
。
江
次
第
第
十
四
云
、
大
原
野
行
啓
起
五
条
后
順
子
。
以
藤
氏
勧
学
院

衆
為
車
副
。
二
条
后
高
子
以
姪
乗
車
後
。
在
五
中
将
書
和
歌
与
二
条
后
。
歌
略
之
。
人
疑
先
是
若
有
密
事
歟
。
此
江
次
第
文
は
、

上
の
三
代
実
録
に
合
せ
て
案
ず
る
に
、
誤
あ
り
。
貞
観
三
年
と
同
じ
き
十
一
年
以
後
と
、
年
数
相
違
せ
る
故
な
り
。
顕
注
密
勘
に
、

定
家
卿
云
、
江
次
第
説
、
不
可
用
之
云
々
。



麗澤大学紀要　第 97 巻　2013 年 12 月 

288

こ
の
ゑ
づ
か
さ
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
お
き
な
、
人〴
〵

の
ろ
く
た
ま
は
る
つ
い
で
に
、
御
く
る
ま
よ
り
た
ま
は
り
て
、
よ
み
て
た
て
ま

つ
り
け
る
→
三１

代
実
録
第
廿
七
云
、
貞
観
十
七
年
正
月
十
三
日
、
従
四
位
下
行
右
馬
頭
在
原
朝
臣
業
平
、
為
右
近
衛
権
中
将
。
こ

れ
に
よ
る
に
、
十
七
十
八
両
年
の
う
ち
な
る
べ
し
。
六
年
三
月
に
左
近
衛
権
少
将
と
な
ら
れ
け
れ
ど
も
、
七
年
三
月
に
右
馬
頭
に

う
つ
ら
れ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
は
あ
ら
ず
。
此３

時
五
十
余
歳
な
れ
ば
、
お
き
な
と
い
へ
り
。
ろ
く
た
ま
は
る
は
、
大
和
物
語
云
、
み

く
る
ま
の
し
り
よ
り
た
て
ま
つ
り
け
る
ひ
と
へ
の
御
ぞ
を
、
か
づ
け
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
。
古２

今
集
に
は
、
二
条
の
后
の
ま
だ
東
宮

の
み
や
す
む
所
と
申
け
る
時
に
、
大
原
野
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
る
日
よ
め
る
と
の
み
あ
り
。

本
書
の
注
記
が
『
勢
語
臆
断
』
と
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
勢
語
臆
断
』
に
な
く
て
本
書
に
の
み
見
ら

れ
る
注
記
は
、
本
書
の
引
用
に
付
し
た
傍
線
部
で
あ
る
。
本
書
は
清
和
天
皇
と
二
条
后
高
子
の
年
齢
を
補
足
し
て
お
り
、『
勢
語
臆

断
』
よ
り
も
詳
細
な
注
記
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
勢
語
臆
断
』
引
用
中
の
二
重
傍
線
部
は
、
本
書
で
は
次
の
「
大
原
や
を
じ
ほ
の

山
も
」
の
注
記
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
と
『
勢
語
臆
断
』
の
記
事
に
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
『
勢
語
臆
断
』
の
引
用
に
付
し
た
波
線
部
１
か
ら
３
で
あ
る
。
波
線
部
１

に
つ
い
て
、『
勢
語
臆
断
』
に
は
「
こ
れ
陽
成
院
の
御
事
也
」
と
あ
り
、
本
書
の
波
線
部
１
に
は
「
こ
れ
よ
り
後
の
事
也
」
と
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』
は
人
物
関
係
を
重
視
し
、
本
書
は
第
七
十
六
段
に
描
か
れ
る
大
原
野
行
幸
の
行
わ
れ
た
時
期
を
確
定
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
両
者
の
視
点
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
波
線
部
２
、
閑
院
左
大
臣
藤
原
冬
嗣
の
死
は
、『
勢
語
臆
断
』
が
天
長
年
中
と
正
確
な
年
時

を
記
さ
な
い
の
に
対
し
、
本
書
は
天
長
二
年
（
八
二
五
）
と
、
よ
り
具
体
的
に
年
時
を
特
定
し
て
い
る
。
こ
れ
も
本
書
の
独
自
の
見
解

と
み
て
よ
い
。
た
だ
し
、『
公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
、
冬
嗣
の
死
は
翌
天
長
三
年
七
月
二
十
四
日
で
あ
り
、
本
書
の
記
事
は
必
ず
し
も

正
確
と
は
い
え
な
い
。
波
線
部
３
は
業
平
の
年
齢
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
が
、『
勢
語
臆
断
』
に
は
「
五
十
余
歳
」、
本
書
に
は

「
四
十
五
六
歳
」
と
あ
る
。
本
書
の
著
者
に
よ
る
改
変
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
勢
語
臆
断
』
に
の
み
あ
り
、
本
書
に
は
見
ら
れ
な
い
注
記
、
す
な
わ
ち
本
書
の
著
者
が
採
用
せ
ず
、
割
愛
し
た
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注
記
は
破
線
部
１
と
２
で
あ
る
。
破
線
部
１
は
『
三
代
実
録
』
を
基
に
当
時
の
業
平
の
年
齢
を
考
勘
し
た
注
記
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

契
沖
は
貞
観
六
年
三
月
、
業
平
任
左
近
衛
権
少
将
の
記
事
を
引
用
し
た
上
で
、「
そ
れ
に
は
あ
ら
ず
」
と
否
定
し
、「
此
時
五
十
余
歳
な

れ
ば
、
お
き
な
と
い
へ
り
」
と
、
業
平
五
十
余
歳
説
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
書
の
著
者
は
、
ま
さ
に
契
沖
が
採
用
し
な

か
っ
た
貞
観
六
年
三
月
、
業
平
任
左
近
衛
権
少
将
の
記
事
に
基
づ
い
て
、
こ
の
時
の
業
平
の
年
齢
を
四
十
五
六
歳
と
論
じ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
本
書
の
著
者
が
業
平
四
十
五
六
歳
説
を
取
る
限
り
、
破
線
部
１
の
記
事
が
本
書
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ

る
。
破
線
部
２
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
引
用
で
あ
る
が
、
本
書
は
直
前
の
『
大
和
物
語
』
の
引
用
の
み
を
採
用
し
、『
古
今
和
歌
集
』

に
つ
い
て
は
割
愛
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
る
注
記
の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
書
の
著
者
が
『
勢
語
臆
断
』
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
自
説
に
基
づ
き
、『
勢
語
臆
断
』
の
記
事
を
取
捨
選
択
、
改
変
し
て
い
る
様

が
見
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
『
勢
語
臆
断
』
の
割
愛
や
改
変
は
、
章
段
に
よ
り
簡
煩
の
差
が
あ
り
、
一
様
で
は
な
い
。
本
書
の
第

八
十
六
段
（
お
の
が
さ
ま
ざ
ま
）、
第
八
十
八
段
（
月
を
も
め
で
じ
）、
第
九
十
一
段
（
惜
し
め
ど
も
）、
第
九
十
二
段
（
棚
な
し
小

舟
）、
第
百
二
十
一
段
（
梅
壺
）
の
五
章
段
に
は
、『
勢
語
臆
断
』
の
割
愛
や
改
変
は
一
個
所
も
な
く
、
一
部
の
注
記
の
位
置
に
異
同
が

存
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
章
段
に
つ
い
て
は
、
本
書
は
『
勢
語
臆
断
』
を
全
く
踏
襲
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

『
勢
語
臆
断
』
と
本
書
の
乖
離
が
最
も
大
き
い
の
は
第
百
二
十
二
段
（
井
手
の
玉
水
）
で
あ
ろ
う
。

『
勢
語
臆
断
』

む
か
し
、
お
と
こ
、
ち
ぎ
れ
る
こ
と
あ
や
ま
れ
る
人
に
、「
新
古
、
恋
五
、
読
人
不
知
」
山
し
ろ
の
ゐ
で
の
た
ま
み
づ
て
に
む
す

び
た
の
み
し
か
ひ
も
な
き
よ
な
り
け
り
→
六
帖
并
新
古
今
に
は
、
腰
句
、
て
に
く
み
て
と
あ
り
。
玉
水
は
名
も
い
さ
ぎ
よ
き
水
な

れ
ば
、
そ
れ
を
く
み
て
、
た
が
ひ
に
飲
て
、
わ
す
れ
じ
と
ち
か
ひ
た
る
か
ひ
も
な
く
、
ち
ぎ
り
を
た
が
へ
た
る
と
恨
む
る
也
。
敏

達
紀
云
、
於
是
綾
糟
等
懼
然
恐
懼
乃
下
泊
瀬
中
流
面
三
諸
岳
漱
水
而
盟
曰
云
々
。
た
の
み
し
は
憑
に
手
飲
と
、
手
し
て
飲
を
そ
へ

た
り
。
古
今
に
、
貫
之
の
、
む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
ゝ
ご
る
と
あ
る
歌
を
、
拾
遺
集
に
ふ
た
ゝ
び
載
ら
る
ゝ
詞
書
に
、
し
が
の
山
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ご
え
に
て
、
女
の
、
山
の
井
に
て
あ
ら
ひ
、
む
す
び
て
の
む
を
見
て
と
あ
り
。
新
古
今
恋
五
に
、
此
歌
の
右
に
、
玉
水
を
手
に
む

す
び
て
も
こ
ゝ
ろ
み
む
ぬ
る
く
は
石
の
中
も
た
の
ま
じ　

こ
れ
ら
は
、
も
し
大
和
物
語
に
、
井
手
下
帯
の
故
事
を
か
け
る
段
、
業

平
の
比
よ
り
さ
き
の
事
に
て
、
彼
ち
ひ
さ
き
子
の
、
契
り
を
忘
れ
ざ
り
け
る
事
を
お
も
へ
る
心
も
有
歟
。

と
い
ひ
や
れ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

む
か
し
を
と
こ
、
ち
ぎ
れ
る
こ
と
あ
や
ま
れ
る
人
に
→
「
新
古
今
、
恋
五
、
読
人
不
知
」
山
し
ろ
の
井
手
の
玉
水
手
に
む
す
び
頼

み
し
か
ひ
も
な
き
世
な
り
け
り　

大
和
物
語
に
云
、
む
か
し
、
こ
と
ね
り
な
り
け
る
人
、
お
ほ
う
わ
の
み
て
ぐ
ら
つ
か
ひ
に
、
や

ま
と
の
国
に
く
だ
り
け
り
。
井
出
と
い
ふ
わ
た
り
に
、
き
よ
げ
な
る
人
の
家
よ
り
、
女
ど
も
、
わ
ら
は
べ
出
き
て
、
此
い
く
人
を

み
る
。
き
た
な
げ
な
き
女
、
い
と
を
か
し
げ
な
る
子
を
い
だ
き
て
、
か
ど
の
も
と
に
た
て
り
。
こ
の
ち
ご
の
か
ほ
の
、
い
と
を
か

し
げ
な
り
け
れ
ば
、
め
を
と
ゞ
め
て
、
そ
の
こ
ゝ
ち
ゐ
て
こ
と
い
ひ
け
れ
ば
、
此
女
よ
り
き
て
、
男
ち
か
う
て
見
る
に
、
い
と
を

か
し
げ
な
り
け
れ
ば
、
ゆ
め
こ
と
を
と
こ
し
た
ま
ふ
な
。
わ
れ
に
あ
ひ
給
へ
。
お
ほ
き
に
な
り
給
は
ん
程
に
、
参
り
こ
ん
と
い
ひ

て
、
是
を
か
た
み
に
し
給
へ
と
て
、
お
び
を
と
き
て
、
と
ら
せ
け
り
。
さ
て
、
こ
の
し
た
り
け
る
お
び
を
と
き
と
り
て
、
も
た
り

け
る
ふ
み
に
ひ
き
ゆ
ひ
て
、
も
た
せ
て
い
ぬ
。
こ
の
と
し
、
六
七
ば
か
り
な
り
け
る
。
此
男
、
色
好
み
な
り
け
る
人
な
れ
ば
、
い

ふ
に
な
ん
有
け
る
。
こ
れ
を
、
こ
の
こ
は
忘
れ
ず
、
お
も
ひ
も
た
り
け
り
。
男
は
は
や
く
わ
す
れ
に
け
り
。
か
く
て
、
七
八
年
ば

か
り
あ
り
て
、
又
お
な
じ
つ
か
ひ
に
さ
ゝ
れ
て
、
や
ま
と
へ
い
く
と
て
、
井
手
の
わ
た
り
に
や
ど
り
て
、
ゐ
て
み
れ
ば
、
ま
へ
に

井
な
ん
有
け
る
。
そ
れ
に
、
水
く
む
女
ど
も
あ
な
る
。
い
ふ
や
う
。
今
の
本
、
此
事
な
し
。
も
と
よ
り
、
か
く
ば
か
り
な
り
け
る

歟
。
あ
り
け
れ
ど
も
、
う
し
な
へ
る
歟
。
あ
り
ぬ
べ
く
お
ぼ
ゆ
。
彼
物
語
は
、
此
物
語
よ
り
後
な
れ
ど
、
此
事
は
さ
き
な
る
べ
け

れ
ば
、
是
を
思
ひ
て
よ
め
る
か
。
そ
れ
に
つ
き
て
、
を
と
こ
は
は
や
う
わ
す
れ
け
れ
ど
、
女
は
わ
す
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
今
は
彼
男

の
わ
す
れ
た
る
か
た
は
と
し
て
、
女
の
契
り
を
わ
す
れ
ざ
り
け
る
事
を
と
り
て
、
今
ち
ぎ
れ
る
事
、
あ
や
ま
れ
る
人
の
し
か
ら
ぬ
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を
恨
て
、
よ
め
る
な
る
べ
し
。
其
故
事
に
て
此
歌
を
心
得
ば
、
昔
有
し
女
は
契
り
を
重
く
し
て
、
貞
潔
な
る
。
玉
水
の
ぬ
る
む
こ

と
な
き
ご
と
く
あ
り
し
を
、
そ
の
ご
と
く
、
今
の
人
を
も
た
の
み
つ
れ
ば
、
約
を
変
じ
て
、
た
の
み
し
か
ふ
も
な
し
と
恨
る
也
。

新
古
今
に
、
此
歌
の
次
上
を
、
玉
水
を
手
に
結
び
て
も
心
み
ん
ぬ
る
く
ば
石
の
中
も
た
の
ま
じ　

こ
れ
ら
を
引
合
て
案
ず
る
に
、

井
手
の
玉
水
と
さ
せ
る
は
、
契
り
を
あ
や
ま
る
に
い
ふ
よ
り
、
彼
下
帯
の
故
事
に
や
と
お
も
へ
ど
、
歌
の
お
も
じ
、
そ
れ
と
し
も

見
え
ね
ば
、
た
ゞ
女
の
契
を
た
が
へ
ず
、
清
き
心
を
水
に
た
と
ふ
る
に
、
玉
水
は
名
も
清
く
聞
ゆ
れ
ば
、
そ
れ
ば
か
り
に
取
出
て
、

そ
の
玉
水
を
手
に
む
す
び
た
る
や
う
に
、
女
の
心
も
清
か
ら
ん
と
た
の
み
つ
れ
ば
、
さ
も
あ
ら
ね
ば
、
恨
て
よ
め
る
歟
。
手
に
結

び
た
の
み
し
と
つ
ゞ
け
た
る
は
、
貫
之
の
し
づ
く
に
に
ご
る
山
の
井
の
と
い
ふ
歌
を
、
拾
遺
に
ふ
た
ゝ
び
入
ら
る
ゝ
詞
書
に
、
し

が
の
山
ご
へ
に
て
、
女
の
、
山
の
井
に
て
、
手
あ
ら
ひ
、
む
す
び
て
の
む
を
み
て
と
有
を
思
ふ
に
、
手
し
て
飲
と
い
ふ
心
に
つ
か

ひ
た
る
歟
。

と
い
ひ
や
れ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず
。

両
者
の
内
容
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。『
勢
語
臆
断
』
に
引
用
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
敏
達
紀
は
本
書
に
は
み
ら
れ
な
い
。『
新
古

今
和
歌
集
』
の
「
玉
水
を
手
に
む
す
び
て
も
」
の
和
歌
は
両
書
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
が
、『
勢
語
臆
断
』
に
は
「
彼
ち
ひ
さ
き
子
の
、

契
り
を
忘
れ
ざ
り
け
る
事
を
お
も
へ
る
心
も
有
歟
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
本
書
に
は
、「
そ
の
玉
水
を
手
に

む
す
び
た
る
や
う
に
、
女
の
心
も
清
か
ら
ん
と
た
の
み
つ
れ
ば
、
さ
も
あ
ら
ね
ば
、
恨
て
よ
め
る
歟
」
と
、
男
の
心
情
に
踏
み
込
ん
だ

注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
両
者
に
共
通
し
て
存
す
る
の
は
『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』
の
傍
線
部
、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書

の
み
で
あ
る
。

本
書
第
百
二
十
二
段
の
注
記
の
中
核
と
な
る
の
は
、『
大
和
物
語
』
第
百
九
十
六
段
（
井
手
の
を
と
め
）
の
全
文
と
、
そ
の
引
用
部

分
の
解
釈
で
あ
る
。（
６
）『

伊
勢
物
語
』
第
百
二
十
二
段
と
『
大
和
物
語
』
第
百
六
十
九
段
の
類
似
に
つ
い
て
、
契
沖
は
、「
こ
れ
ら
は
、

も
し
大
和
物
語
に
、
井
手
下
帯
の
故
事
を
か
け
る
段
、
業
平
の
比
よ
り
さ
き
の
事
に
て
、
彼
ち
ひ
さ
き
子
の
、
契
り
を
忘
れ
ざ
り
け
る
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事
を
お
も
へ
る
心
も
有
歟
」
と
存
疑
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
本
書
の
著
者
は
、「
を
と
こ
は
は
や
う
わ
す
れ
け
れ
ど
、
女
は
わ
す

れ
ざ
り
け
れ
ば
、
今
は
彼
男
の
わ
す
れ
た
る
か
た
は
と
し
て
、
女
の
契
り
を
わ
す
れ
ざ
り
け
る
事
を
と
り
て
、
今
ち
ぎ
れ
る
事
、
あ
や

ま
れ
る
人
の
し
か
ら
ぬ
を
恨
て
、
よ
め
る
な
る
べ
し
。
其
故
事
に
て
此
歌
を
心
得
ば
、
昔
有
し
女
は
契
り
を
重
く
し
て
、
貞
潔
な
る
。

玉
水
の
ぬ
る
む
こ
と
な
き
ご
と
く
あ
り
し
を
、
そ
の
ご
と
く
、
今
の
人
を
も
た
の
み
つ
れ
ば
、
約
を
変
じ
て
、
た
の
み
し
か
ふ
も
な
し

と
恨
る
也
」
と
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
や
、
確
信
の
度
の
強
い
推
量
の
助
動
詞
「
べ
し
」
を
用
い
て
、
か
な
り
積
極
的
に
肯
定
す

る
姿
勢
を
み
せ
て
い
る
。
両
者
の
内
容
が
大
き
く
異
な
る
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
第
百
二
十
二
段
の
よ
う
に
、
両
書

の
差
異
が
大
き
い
章
段
は
、
本
書
の
中
に
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
む
し
ろ
、
本
書
に
は
『
勢
語
臆
断
』
の
記
事
を
ほ
と
ん
ど
踏
襲
し
た

上
で
、
若
干
の
加
除
訂
正
を
行
う
例
の
方
が
、
は
る
か
に
多
い
の
で
あ
る
。

（
三
）

次
に
、
本
書
が
依
拠
し
た
『
勢
語
臆
断
』
の
本
文
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
た
い
。『
勢
語
臆
断
』
に
は
大
き
く
分
け
て
、
二
種
類

の
本
文
が
存
す
る
。
一
つ
は
水
戸
の
彰
考
館
蔵
本
で
伝
契
沖
自
筆
本
、（
７
）も

う
一
つ
は
円
珠
庵
蔵
本
で
契
沖
の
兄
如
水
浄
書
、
契
沖
自

筆
書
き
入
れ
本
で
あ
る
。
現
存
す
る
写
本
、
版
本
は
全
て
円
珠
庵
蔵
本
に
よ
り
、
彰
考
館
蔵
本
に
よ
る
も
の
は
な
い
と
さ
れ
る
。
（
８
）

結

論
か
ら
言
う
と
、
本
書
が
用
い
た
『
勢
語
臆
断
』
は
他
に
伝
流
を
み
な
い
と
さ
れ
る
彰
考
館
蔵
本
、
な
い
し
は
そ
の
系
統
に
属
す
る
一

本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

彰
考
館
蔵
本
と
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
の
間
に
異
同
が
存
す
る
個
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
異
同
個
所
と
本
書
の
当
該
注
記

の
関
係
を
整
理
し
て
み
た
い
。

①
円
珠
庵
蔵
本
に
あ
り
、
本
書
と
彰
考
館
蔵
本
に
な
い
も
の　

二
十
六
例
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②
本
書
と
彰
考
館
蔵
本
に
あ
り
、
円
珠
庵
蔵
本
に
な
い
も
の　
　
　

四
例

③
本
書
と
円
珠
庵
蔵
本
に
あ
り
、
彰
考
館
蔵
本
に
な
い
も
の　
　
　

一
例

④
彰
考
館
蔵
本
に
あ
り
、
本
書
と
円
珠
庵
蔵
本
に
な
い
も
の　
　
　

一
例

一
見
し
て
、
本
書
と
彰
考
館
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
の
関
係
が
密
な
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
①
円
珠
庵
蔵
本
に
の
み
有
り
、
本

書
と
彰
考
館
蔵
本
に
共
通
し
て
な
い
注
記
は
二
十
六
例
み
ら
れ
る
。

人〴
〵

さ
ゝ
げ
も
の
た
て
ま
つ
り
け
り
→
捧
物
を
、栄
花
物
語
に
は
、音
に
、ほ
う
も
ち
と
も
か
け
り
。（
第
七
十
七
段
（
春
の
別
れ
））

さ
る
に
か
の
大
将
出
て
た
ば
か
り
た
ま
ふ
や
う
→
蜻
蛉
日
記
に
、
あ
め
、
い
ふ
か
た
な
け
れ
ど
、
さ
て
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、
と
か

う
た
ば
か
り
て
出
ぬ
。
此
た
ば
か
る
、
同
じ
心
也
。（
第
七
十
八
段
（
山
科
の
宮
））

い
ざ
こ
の
山
の
か
み
に
あ
り
と
い
ふ
ぬ
の
び
き
の
た
き
見
に
の
ぼ
ら
ん
と
い
ひ
て
、
の
ぼ
り
て
み
る
に
、
そ
の
た
き
、
物
よ
り
こ

と
な
り
→
昔
よ
り
、
砂
の
山
と
一
説
あ
り
け
る
歟
。
夫
木
抄
第
廿
、
山
部
に
、
蘆
の
屋
の
い
さ
ご
の
山
の
み
な
か
み
を
の
ぼ
り
て

み
れ
ば
布
引
の
滝　

後
九
条
内
大
臣　
　

あ
し
の
や
の
い
さ
ご
の
山
の
上
に
あ
る
滝
の
し
ら
い
と
見
て
も
か
へ
ら
む　

具
氏
（
第

八
十
七
段
（
布
引
の
滝
））

い
ず
れ
も
、
円
珠
庵
蔵
『
勢
語
臆
断
』
に
の
み
存
し
、
本
書
、
お
よ
び
彰
考
館
蔵
『
勢
語
臆
断
』
に
は
み
ら
れ
な
い
注
記
で
あ
る
。

こ
の
内
、
円
珠
庵
蔵
本
第
七
十
七
段
の
例
は
朱
筆
、
第
七
十
八
段
の
例
は
貼
紙
、
題
八
十
七
段
の
例
は
頭
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
朱
筆

や
貼
紙
や
頭
書
が
後
の
も
の
で
あ
り
、
円
珠
庵
蔵
本
に
は
本
来
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
も
ち
ろ
ん
想
定
し
得
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
以
下
の
例
は
円
珠
庵
蔵
本
の
本
行
の
注
記
が
、
本
書
、
お
よ
び
彰
考
館
蔵
本
に
共
通
し
て
み
え
な
い
例
で
あ
る
。

か
の
を
と
こ
は
あ
ま
の
さ
か
て
を
う
ち
て
な
む
、
の
ろ
ひ
を
る
な
る
→
天
と
い
ふ
は
、
天
神
に
受
伝
へ
て
す
れ
ば
い
ふ
歟
。
天
然

の
理
な
れ
ば
い
ふ
歟
。
天
神
の
道
は
天
然
に
出
れ
ば
、
末
は
同
じ
意
な
り
。
凡
、
古
人
も
日
本
紀
を
ば
引
た
れ
ど
、
旧
事
本
紀
、

古
事
記
な
ど
は
引
た
る
こ
と
ま
れ
な
り
。
本
ま
れ
に
し
て
、見
ら
れ
ざ
り
け
る
に
や
。
知
が
た
し
。（
第
九
十
六
段
（
天
の
逆
手
））
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つ
か
う
ま
つ
る
を
と
こ
、
な
が
月
ば
か
り
に
、
梅
の
つ
く
り
え
だ
に
、
き
じ
を
つ
け
て
た
て
ま
つ
る
と
て
→
夫
木
抄
第
三
云
、
家

集
中
、
右
馬
頭
保
昌
朝
臣
の
も
と
に
、
紅
梅
の
枝
に
き
じ
を
つ
け
て
お
く
る
と
て　

祭
主
輔
親　

春
の
野
の
き
ゞ
す
の
羽
風
あ
ふ

げ
ど
も
ね
ぐ
ら
の
梅
は
ち
ら
ず
ぞ
有
け
る　

返
し　

藤
原
保
昌
朝
臣　

鶯
の
ね
ぐ
ら
の
梅
と
聞
物
を
と
り
た
が
へ
た
る
こ
ゝ
ち
こ

そ
す
れ　
　

つ
れ〴
〵

草
に
、
花
に
鳥
つ
け
ぬ
と
い
ふ
説
を
か
き
て
、
こ
ゝ
を
引
て
、
作
り
枝
な
れ
ば
つ
く
る
か
と
い
ひ
た
れ
ど
、

夫
木
の
歌
に
よ
れ
ば
、
つ
け
ぬ
と
い
ふ
は
、
す
べ
て
誤
な
る
べ
し
。（
第
九
十
八
段　
（（
梅
の
造
り
枝
））

い
ず
れ
も
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
の
本
行
に
あ
る
注
記
が
、
本
書
、
お
よ
び
彰
考
館
蔵
本
に
は
共
通
し
て
採
ら
れ
て
い
な
い

例
で
あ
る
。

次
に
、
②
本
書
と
彰
考
館
蔵
本
に
共
通
し
て
存
し
、
円
珠
庵
蔵
本
に
の
み
注
記
が
み
え
な
い
例
を
検
討
し
た
い
。
第
百
六
段
（
龍
田

川
）
の
例
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』　

む
か
し
を
と
こ
、
み
こ
た
ち
の
、
せ
う
え
う
し
給
ふ
所
に
、
ま
う
で
ゝ
、
た
つ
た
河
の
ほ
と
り
に
て
→
古
今
、
詞
書
に
は
、
二
条

后
の
春
宮
の
み
や
す
所
と
申
け
る
時
に
、
御
屏
風
に
、
龍
田
川
に
紅
葉
流
れ
た
る
か
た
を
か
け
り
け
る
を
題
に
て
よ
め
る
と
て
、

素
性
法
師
の
紅
葉
ゞ
の
流
れ
て
と
ま
る
み
な
と
に
は
紅
ふ
か
き
浪
や
立
ら
ん
と
い
ふ
歌
の
次
に
、
此
歌
あ
り
。
集
は
実
録
に
て
、

こ
ゝ
に
は
物
語
な
れ
ば
、
か
く
作
れ
る
な
る
べ
し
。
せ
う
え
う
は
、
逍
遥
と
か
け
り
。
毛
詩
、
荘
子
よ
り
出
た
る
詞
な
り
。
応
神

紀
に
は
、
逍
遥
を
、
あ
そ
ぶ
と
よ
め
り
。

彰
考
館
蔵
『
勢
語
臆
断
』

む
か
し
、
を
と
こ
、
み
こ
た
ち
の
せ
う
え
う
し
給
ふ
所
に
ま
う
で
ゝ
、
た
つ
た
河
の
ほ
と
り
に
て
→
古
今
詞
書
に
は
、
二
条
后
の

春
宮
の
み
や
す
所
と
申
け
る
時
に
、
御
屏
風
に
、
龍
田
川
に
紅
葉
な
が
れ
た
る
か
た
を
か
け
り
け
る
を
題
に
て
よ
め
る
と
て
、
素

性
法
師
の
、
紅
葉
ゞ
の
な
が
れ
て
と
ま
る
み
な
と
に
は
紅
ふ
か
き
浪
や
立
ら
ん　

と
い
ふ
歌
の
次
に
此
歌
有
。
集
は
実
録
に
て
、
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こ
ゝ
は
物
語
な
れ
ば
、
か
く
作
れ
る
な
る
べ
し
。
せ
う
え
う
は
逍
遥
と
か
け
り
。
毛
詩
、
荘
子
よ
り
出
た
る
詞
な
り
。
応
神
紀
に

は
、
逍
遥
を
、
あ
そ
ぶ
と
よ
め
り
。

円
珠
庵
蔵
『
勢
語
臆
断
』

む
か
し
、
を
と
こ
、
み
こ
た
ち
の
せ
う
え
う
し
給
ふ
所
に
ま
う
で
ゝ
、
た
つ
た
河
の
ほ
と
り
に
て
→
古
今
詞
書
に
は
、
二
条
后
の

春
宮
の
み
や
す
所
と
申
け
る
時
に
、
御
屏
風
に
、
龍
田
川
に
紅
葉
な
が
れ
た
る
か
た
を
か
け
り
け
る
を
題
に
て
よ
め
る
と
て
、
素

性
法
師
の
、
紅
葉
ゞ
の
な
が
れ
て
と
ま
る
み
な
と
に
は
紅
ふ
か
き
浪
や
立
ら
ん　

と
い
ふ
歌
の
次
に
此
歌
有
。
集
は
実
録
に
て
、

こ
ゝ
は
物
語
な
れ
ば
、
か
く
作
れ
る
な
る
べ
し
。

本
書
と
彰
考
館
蔵
本
に
は
、
傍
線
部
、『
毛
詩
』・『
荘
子
』・『
日
本
書
紀
』
応
神
紀
を
引
用
し
つ
つ
、「
せ
う
え
う
」
の
語
に
漢
字
を

充
当
す
る
注
記
が
存
す
る
が
、
円
珠
庵
蔵
本
に
の
み
、
み
ら
れ
な
い
。

次
に
、
③
、
た
っ
た
一
例
、
彰
考
館
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
に
の
み
な
く
て
、
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
と
本
書
に
み
ら
れ
る

注
記
が
存
す
る
。
第
八
十
三
段
（
小
野
）
の
例
で
あ
る
。

円
珠
庵
蔵
『
勢
語
臆
断
』

御
お
く
り
し
て
、
と
く
い
な
ん
と
お
も
ふ
に
、
お
ほ
み
き
た
ま
ひ
、
ろ
く
た
ま
は
む
と
て
、
つ
か
は
さ
ざ
り
け
り
。
こ
の
う
ま
の

か
み
、
心
も
と
な
が
り
て
→
後
撰
集
云
、
い
せ
へ
ま
か
り
け
る
人
、
と
く
い
な
ん
と
心
も
と
な
が
る
と
聞
て
、
旅
の
て
う
ど
な
ど
ゝ

ら
す
る
物
か
ら
、
た
ゝ
ん
が
み
に
か
き
て
、
と
ら
す
る
。
名
を
ば
馬
と
い
ひ
け
る
に
、
を
し
と
思
ふ
心
は
な
く
て
此
た
び
は
ゆ
く

馬
に
む
ち
を
お
ふ
せ
つ
る
か
な　
　

此
詞
書
に
、
と
く
い
な
ん
と
心
も
と
な
が
る
と
は
、
居
る
空
な
き
を
い
へ
り
。
今
も
、
上
に
、

と
く
い
な
ん
と
思
ふ
に
と
有
て
、
心
も
と
な
が
り
て
と
い
へ
る
は
、
同
じ
心
に
や
と
も
見
ゆ
れ
ど
、
か
く
い
ひ
か
け
て
、
歌
に
つ
ゞ

く
る
や
う
、
た
ゞ
は
じ
め
の
心
な
る
べ
し
。
土
左
日
記
に
も
、
九
日
、
心
も
と
な
さ
に
、
あ
け
ぬ
か
ら
舟
を
引
つ
ゝ
の
ぼ
れ
ど
も

と
い
へ
り
。
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『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

御
お
く
り
し
て
、
と
く
い
な
ん
と
思
ふ
に
、
お
ほ
み
き
た
ま
ひ
→
後
撰
集
に
、
い
せ
へ
ま
か
り
け
る
人
、
と
く
い
な
ん
と
、
心
も

と
な
が
る
と
き
ゝ
て
、
た
び
の
て
う
ど
な
ど
を
と
ら
す
る
物
か
ら
、
た
ゝ
ん
が
み
に
か
き
て
と
ら
す
る
。
名
を
ば
馬
と
い
ひ
け
る

に
、
を
し
と
思
ふ
心
は
な
く
て
此
た
び
は
ゆ
く
む
ま
に
む
ち
を
お
ほ
せ
つ
る
か
な

円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
の
当
該
個
所
は
貼
紙
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
の
注
記
の
前
半
の
『
後

撰
和
歌
集
』
の
引
用
の
み
が
み
ら
れ
、
後
半
の
引
用
部
分
に
対
す
る
解
釈
や
、
そ
の
中
に
み
ら
れ
る
『
土
佐
日
記
』
の
引
用
は
み
ら
れ

な
い
。
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
本
書
が
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
の
前
半
部
分
、
す
な
わ
ち
原
資
料
と
も
い
う
べ
き
『
後
撰
和

歌
集
』
の
み
を
取
り
、
以
下
の
解
釈
部
分
を
削
除
し
た
と
い
う
見
方
が
成
立
し
よ
う
。
他
方
、
本
書
が
円
珠
庵
蔵
本
に
拠
ら
ず
、
独
自

に
『
後
撰
和
歌
集
』
の
和
歌
と
詞
書
を
収
集
し
、
こ
こ
に
記
載
し
た
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
書
と
彰
考
館
蔵
本
と
の
一

致
が
二
十
六
例
に
の
ぼ
る
の
に
対
し
、
円
珠
庵
蔵
本
と
の
一
致
は
こ
の
一
例
し
か
み
ら
れ
な
い
点
、
円
珠
庵
蔵
本
と
一
致
す
る
部
分
が

『
後
撰
和
歌
集
』
と
い
う
資
料
の
引
用
部
分
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
解
釈
部
分
を
一
切
含
ま
な
い
点
、
お
よ
び
後
述
す
る
よ
う
に
、

本
書
が
『
勢
語
臆
断
』
に
拠
ら
ず
、
独
自
に
資
料
を
収
集
し
て
引
用
す
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
点
な
ど
を
考
慮
し
て
、
小
稿
で
は
、
こ

の
第
八
十
三
段
の
『
後
撰
和
歌
集
』
の
引
用
は
、『
勢
語
臆
断
』
に
拠
ら
ず
、
本
書
の
著
者
が
独
自
に
収
集
し
た
も
の
と
解
し
た
い
。

次
に
、
④
彰
考
館
蔵
本
と
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
に
の
み
存
し
、
本
書
に
み
え
な
い
注
記
は
第
百
八
段
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

と
つ
ね
の
こ
と
ぐ
さ
に
い
ひ
け
る
を
、
き
ゝ
お
ひ
け
る
を
と
こ
→
こ
と
ぐ
さ
と
は
、
く
さ
は
よ
ろ
づ
に
そ
へ
て
い
ふ
詞
に
て
、
常

の
こ
と
ば
也
。
聞
お
ひ
け
る
と
は
、
女
の
、
み
づ
か
ら
の
上
を
い
へ
ど
も
、
業
平
の
心
に
、
ま
こ
と
に
は
わ
が
う
へ
を
う
ら
み
て

い
ふ
ぞ
と
、
引
か
け
て
聞
也
。
下
に
も
、
わ
か
ゝ
ら
ぬ
人
は
、
聞
お
ひ
け
り
や
と
か
け
り
。
拾
遺
集
、
恋
一
に
、
み
る
め
か
る
あ

ま
と
は
な
し
に
君
こ
ふ
る
我
衣
手
の
か
は
く
時
な
き
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彰
考
館
蔵
『
勢
語
臆
断
』

と
つ
ね
の
こ
と
ぐ
さ
に
い
ひ
け
る
を
、
き
ゝ
お
ひ
け
る
を
と
こ
→
こ
と
ぐ
さ
は
、
く
さ
は
よ
ろ
づ
に
そ
へ
て
い
ふ
詞
に
て
、
常
の

言
に
也
。
聞
お
ひ
け
る
と
は
、
女
の
、
身
づ
か
ら
の
上
を
い
へ
ど
も
、
業
平
の
心
に
、
ま
こ
と
に
は
わ
が
上
を
恨
て
い
ふ
ぞ
と
、

引
う
け
て
聞
な
り
。
下
に
も
、
わ
か
ゝ
ら
ぬ
人
は
、
聞
お
ひ
け
り
や
と
か
け
り
。

「
拾
遺
集
、
恋
一
」
み
る
め
か
る
あ
ま
と
は
な
し
に
君
こ
ふ
る
我
衣
手
の
か
は
く
時
な
き

「
家
持
集
」
き
り〴
〵

す
つ
ゞ
り
さ
せ
と
は
鳴
を
れ
ど
む
ら
ぎ
ぬ
も
た
る
我
は
聞
い
れ
ず

「
新
拾
遺
、
恋
四
、
閑
院
」
白
露
の
お
き
ふ
し
誰
を
恋
つ
ら
ん
我
は
聞
お
は
ず
い
そ
の
か
み
に
て

円
珠
庵
蔵
『
勢
語
臆
断
』

と
つ
ね
の
こ
と
ぐ
さ
に
い
ひ
け
る
を
、
き
ゝ
お
ひ
け
る
を
と
こ
→
こ
と
ぐ
さ
と
は
、
く
さ
は
よ
ろ
づ
に
そ
へ
て
い
ふ
詞
に
て
、
常

の
言
に
也
。
聞
お
ひ
け
る
と
は
、
女
の
、
身
づ
か
ら
の
上
を
い
へ
ど
も
、
業
平
の
心
に
、
ま
こ
と
に
は
わ
が
上
を
恨
て
い
ふ
ぞ
と
、

引
う
け
て
聞
な
り
。
下
に
も
、
わ
か
ゝ
ら
ぬ
人
は
、
聞
お
ひ
け
り
や
と
か
け
り
。

「
拾
遺
集
、
恋
一
」
み
る
め
か
る
あ
ま
と
は
な
し
に
君
こ
ふ
る
我
衣
手
の
か
は
く
時
な
き

「
新
拾
遺
、
恋
四
、
閑
院
」
白
露
の
お
き
ふ
し
誰
を
恋
つ
ら
ん
我
は
聞
お
は
ず
い
そ
の
か
み
に
て

彰
考
館
蔵
本
に
は
三
首
、
円
珠
庵
蔵
本
に
は
二
首
、
本
書
に
は
一
首
の
和
歌
が
引
か
れ
る
。
彰
考
館
蔵
本
所
載
の
三
首
の
内
、
二
首

目
の
『
家
持
集
』
の
「
き
り〴
〵

す
つ
ゞ
り
さ
せ
と
は
」
の
和
歌
は
、
一
度
書
か
れ
た
上
で
抹
消
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
そ
の
抹
消
の
指

示
に
従
っ
た
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
何
の
問
題
も
な
い
。
三
首
目
の
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
白
露
の
お
き
ふ
し
誰
を
」
の
和
歌
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
彰
考
館
蔵
本
で
は
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
首
が
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
本
書
の
単
純
な
割
愛
、
省
略
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
書
の
著
者
が
こ
の
朱
筆
を
『
勢
語
臆
断
』
本
来
の
記
事
で
は
な
い
と
判
断
し
て
採
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
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い
は
朱
筆
が
記
さ
れ
た
の
は
も
っ
と
後
の
段
階
で
、
本
書
の
著
者
が
見
た
時
点
で
は
、
ま
だ
朱
筆
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彰
考
館
蔵
本
と
円
珠
庵
蔵
本
の
『
勢
語
臆
断
』
に
み
え
て
、
本
書
に
の
み
み
え
な
い
和
歌
一
首
は
、
彰
考

館
蔵
本
に
は
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
殊
な
例
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
た
い
。

以
上
、
本
書
が
依
拠
し
た
『
勢
語
臆
断
』
は
明
ら
か
に
彰
考
館
蔵
本
の
系
統
の
属
す
る
一
本
で
あ
り
、
後
代
に
多
く
伝
流
し
た
円
珠

庵
蔵
本
の
系
統
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
彰
考
館
蔵
本
は
決
し
て
水
戸
徳
川
家
秘
蔵
の
一
本
で
、
全
く
他
の
目
に
触
れ
ず
、
他
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
の
な
か
っ
た
本
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
本
書
の
価
値
の
一
つ
で
あ

る
。（

四
）

さ
て
、
本
書
に
は
『
勢
語
臆
断
』
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
部
分
も
多
い
が
、
本
書
の
著
者
が
新
た
な
注
記
を
付
加
し
た
個
所
や
、

『
勢
語
臆
断
』
の
注
記
を
割
愛
、
省
略
し
た
り
、
あ
る
い
は
差
し
替
え
た
り
し
て
い
る
個
所
も
、
ま
ま
み
ら
れ
る
。
本
書
の
著
者
が
新

た
に
付
加
し
た
注
記
の
内
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
第
百
六
段
の
、
次
の
注
記
で
あ
る
。

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
龍
田
川
か
ら
紅
に
水
く
ゝ
る
と
は
→
ち
は
や
ぶ
る
、
長
流
が
い
は
く
、
お
ほ
く
の
説
あ
れ
ど
も
、
日

本
紀
に
、
残
賊
強
暴
横
悪
之
神
と
書
き
て
、
ち
は
や
ぶ
る
あ
し
き
か
み
と
よ
め
り
。
そ
の
か
み
、
い
ざ
な
ぎ
、
い
ざ
な
み
の
み
こ

と
、
夫
婦
と
な
り
て
、
大
や
し
ま
の
国
を
生
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
天
照
大
神
、
猶
い
ま
だ
此
国
に
は
住
給
は
ず
。
皇
孫
瓊
々
杵
尊
、

は
じ
め
て
天
降
ま
し
て
、
此
国
の
主
と
は
成
給
へ
り
。
其
間　

幾
久
し
さ
を
へ
だ
ゝ
り
し
か
ば
、
あ
ら
ゆ
る
邪
神
の
い
で
来
り
て
、

し
づ
ま
ら
ざ
り
し
を
、
残
賊
強
暴
の
神
代
と
は
い
ひ
け
り
。
ち
は
や
ぶ
る
と
は
、
邪
神
に
付
た
る
詞
な
れ
ど
も
、
後
は
お
し
な
べ

て
神
と
申
枕
こ
と
ば
と
は
な
る
な
り
。
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「
長
流
が
い
は
く
」
と
し
て
、
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
、
下
河
辺
長
流
の
考
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
下
河
辺
長
流
は
寛
永
二
年

（
一
六
二
七
）、
大
和
国
龍
田
に
生
ま
れ
た
。
生
家
は
武
家
で
小
崎
氏
。
下
河
辺
は
母
方
の
姓
で
あ
る
。
名
は
共
平
、
後
に
長
流
と
改

め
、
晩
年
は
長
龍
と
改
名
し
た
。
通
称
は
彦
六
。
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）、
京
都
の
公
家
、
三
条
西
家
に
仕
え
た
が
、
寛
文
六
年

（
一
六
六
六
）、
辞
し
た
。
木
下
長
嘯
子
に
和
歌
を
学
び
、
西
山
宗
因
に
連
歌
を
学
ん
だ
。
一
時
、
江
戸
に
出
府
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

主
と
し
て
大
坂
で
活
動
し
た
。
後
、
水
戸
藩
第
二
代
藩
主
、
徳
川
光
圀
に
請
わ
れ
、
扶
持
五
十
石
を
得
て
、『
万
葉
集
』
を
講
じ
た
が
、

半
ば
に
し
て
病
に
倒
れ
、
後
任
に
友
人
の
契
沖
を
推
薦
し
た
逸
話
は
有
名
で
あ
る
。
契
沖
の
『
万
葉
集
』
の
注
釈
書
で
あ
る
『
万
葉
代

匠
記
』（
貞
享
末
年　

一
六
八
八
頃
初
稿
）
の
「
代
匠
」
は
、
契
沖
が
、
本
来
、
こ
の
著
を
成
す
べ
き
で
あ
っ
た
長
流
に
代
わ
っ
て
著

し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
主
著
に
『
万
葉
集
名
寄
』（
万
治
二
年　

一
六
五
九
）・『
万
葉
集
管
見
』（
寛
文
初
年　

一
六
六
一
頃
）・

『
歌
仙
抄
』（
万
治
二
年　

一
六
五
九
頃
）・『
二
聖
倭
歌
注
』（
寛
文
七
年　

一
六
六
七
頃
）・『
枕
詞
燭
明
抄
』（
寛
文
十
年　

一
六
七
○

刊
）・『
続
歌
林
良
材
集
』（
延
宝
五
年　

一
六
七
七
）・『
材
林
和
歌
抄
』（
貞
享
三
年　

一
六
八
六
以
前
）
な
ど
が
あ
る
。
家
集
に
は

『
長
龍
和
歌
延
宝
集
』（
延
宝
九
年　

一
六
八
一
）・『
晩
花
和
歌
集
』（
貞
享
三
年　

一
六
八
六
以
前
）
な
ど
が
あ
る
。
貞
享
三
年
六
月

三
日
、
六
十
一
歳
で
没
し
た
。

長
流
が
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
を
編
ん
だ
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
長
流
の
『
伊
勢
物
語
』
注
釈
書
は
現
存
し
な

い
。
た
だ
、
長
流
が
門
人
た
ち
に
『
古
今
和
歌
集
』
序
・『
大
和
物
語
』・『
土
佐
日
記
』・『
徒
然
草
』
等
と
並
ん
で
、『
伊
勢
物
語
』
を

講
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。（
９
）

た
だ
し
、
こ
の
長
流
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
に
際
し
て
、
門
人
に
よ
る
聞
書
が
つ
く
ら
れ
た

か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
流
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
書
所
載
の
長
流
説
を
み
る
と
、『
日
本
書
紀
』
を
引
用
す
る
な
ど
、
い
か
に
も
国
学
者
の
注
釈
ら
し
い
趣
が
存
す
る
。
む
ろ
ん
、

こ
の
記
事
だ
け
で
は
、
こ
れ
が
長
流
の
『
伊
勢
物
語
』
そ
の
も
の
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
注
記
は
、
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あ
く
ま
で
も
「
ち
は
や
ぶ
る
」
と
い
う
枕
詞
に
付
さ
れ
た
注
記
で
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
当
該
個
所
と
は
無
関
係
に
記
さ
れ
て
い
た
の

を
、
本
書
の
著
者
が
、
当
該
個
所
に
、
一
資
料
と
し
て
引
用
し
た
だ
け
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
逆
か
ら
い
え
ば
、
も
し

も
、
森
氏
が
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
長
流
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』
講
釈
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
注
記
は
、
当
然
、
そ

の
講
釈
の
中
に
活
か
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
書
の
も
う
一
つ
の
価
値
は
、
た
っ
た
一
項
目
な
が
ら
、
従
来
、
そ
の
実
態
が
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
下
河
辺
長
流
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
に
関
わ
る
可
能
性
を
有
す
る
貴
重
な
記
事
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

（
五
）

次
に
、
長
流
説
以
外
の
、
本
書
と
『
勢
語
臆
断
』
の
相
違
を
検
討
し
た
い
。
本
書
が
『
勢
語
臆
断
』
を
補
足
し
た
注
記
、
割
愛
、
省

略
し
た
注
記
、
お
よ
び
本
書
が
『
勢
語
臆
断
』
の
記
事
を
差
し
替
え
た
注
記
に
つ
い
て
、
比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
八
十
二
段

（
渚
の
院
）
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

山
ざ
き
の
あ
な
た
に
、
み
な
せ
と
い
ふ
所
に
宮
あ
り
け
り
。
年
ご
と
の
さ
く
ら
の
花
ざ
か
り
に
は
、
そ
の
宮
へ
な
ん
お
は
し
ま
し

け
る
。
そ
の
時
右
の
う
ま
の
か
み
な
り
け
る
人
を
、
つ
ね
に
ゐ
て
お
は
し
ま
し
け
り
。
時
世
へ
て
ひ
さ
し
く
な
り
に
け
れ
ば
、
そ

の
人
の
名
わ
す
れ
に
け
り
→
貞
観
七
年
三
月
右
馬
頭
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

山
ざ
き
の
あ
な
た
に
、
み
な
せ
と
い
ふ
所
に
宮
有
け
り
。
年
ご
と
の
桜
の
花
ざ
か
り
に
は
、
そ
の
宮
へ
な
ん
お
は
し
ま
し
け
る
。

そ
の
時
右
の
む
ま
の
か
み
な
り
け
る
人
を
、
つ
ね
に
ゐ
て
お
は
し
ま
し
け
り
。
時
世
へ
て
久
し
く
な
り
に
け
れ
ば
、
そ
の
人
の
名

わ
す
れ
に
け
り
→
三
代
実
録
第
十
云
、
貞
観
七
年
三
月
九
日
庚
寅
、
従
五
位
上
守
右
近
衛
権
少
将
在
原
朝
臣
業
平
為
右
馬
頭
。
王



架蔵『伊勢物語宮川氏注（仮題）』に関する考察（堤　康夫）

275

族
に
出
た
れ
ど
、
位
い
や
し
く
、
官
う
す
け
れ
ば
、
記
者
い
た
は
り
て
か
け
る
に
や
。

『
勢
語
臆
断
』
の
簡
明
な
記
事
に
比
べ
て
、
本
書
は
出
典
名
を
『
三
代
実
録
』
と
明
記
し
、
引
用
も
長
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
そ

の
人
の
名
わ
す
れ
に
け
り
」
と
い
う
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
に
対
し
て
、『
勢
語
臆
断
』
に
は
み
え
な
い
「
王
族
に
出
た
れ
ど
、
位
い

や
し
く
、
官
う
す
け
れ
ば
、
記
者
い
た
は
り
て
か
け
る
に
や
」
と
い
う
解
釈
を
施
し
て
い
る
。
本
書
が
『
勢
語
臆
断
』
を
基
底
に
据
え

な
が
ら
、
独
自
の
注
記
を
増
補
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
第
九
十
六
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
憶
断
』

女
い
ひ
お
こ
せ
た
る
。
今
は
な
に
の
心
も
な
し
→
何
の
心
も
な
し
と
は
、
心
の
打
と
け
て
、
あ
は
む
と
お
も
へ
ば
い
ふ
な
り
。「
古

今
」
た
え
ず
行
あ
す
か
の
川
の
よ
ど
み
な
ば
こ
ゝ
ろ
有
と
や
人
の
思
は
む

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

女
い
ひ
お
こ
せ
た
る
。
今
は
何
の
心
も
な
し
→
何
の
心
も
な
し
と
は
、
心
の
打
と
け
て
、
あ
は
ん
と
思
へ
ば
い
ふ
也
。
た
と
へ
ば
、

病
あ
れ
ば
身
を
お
ぼ
え
、
病
な
け
れ
ば
わ
す
る
ゝ
や
う
な
る
が
ご
と
し
。
古
今
に
、
た
え
ず
引
あ
す
か
の
川
の
よ
ど
み
な
ば
心
有

と
や
人
の
思
は
ん

本
書
は
『
勢
語
臆
断
』
を
踏
襲
し
つ
つ
、
傍
線
部
の
解
釈
を
補
足
し
て
い
る
。
喩
え
を
用
い
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
注
記
で
あ

る
。
次
に
第
七
十
八
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

右
の
む
ま
の
か
み
な
り
け
る
お
き
な
、
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
よ
み
け
る
→
業
平
は
七
年
三
月
よ
り
十
七
年
正
月
ま
で
右
馬
頭
也
。

此
時
の
官
に
あ
ら
ず
。
又
極
官
に
も
あ
ら
ず
。
只
筆
に
ま
か
せ
た
る
也
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

右
の
む
ま
の
か
み
な
り
け
る
お
き
な
、
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
よ
み
け
る
→
業
平
の
事
、
国
史
に
見
え
た
る
は
、
三
代
実
録
第
六
云
、
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貞
観
四
年
三
月
七
日
乙
亥
、
授
正
六
位
上
、
在
原
朝
臣
業
平
、
従
五
位
上
と
有
よ
り
後
な
れ
ば
、
此
時
は
い
ま
だ
従
六
位
上
、
正

六
位
下
ば
か
り
の
爵
な
ど
に
や
有
け
ん
。
さ
れ
ど
、
当
官
に
も
あ
ら
ず
、
極
官
に
も
あ
ら
ぬ
右
馬
頭
と
い
へ
る
は
、
物
語
な
れ
ば
、

し
ひ
て
た
ゞ
す
べ
か
ら
ず
。

本
書
に
は
『
勢
語
臆
断
』
に
み
ら
れ
な
い
『
三
代
実
録
』
の
引
用
が
み
ら
れ
る
。
本
書
に
は
『
勢
語
臆
断
』
以
上
に
文
献
資
料
の
引

用
が
多
く
み
ら
れ
る
。
本
書
の
特
色
の
一
つ
は
文
献
主
義
的
、
実
証
主
義
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
第
七
十
八
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

三
条
の
お
ほ
み
ゆ
き
せ
し
時
→
三
代
実
録
第
十
二
云
、
貞
観
八
年
三
月
廿
三
日
己
亥
、
鷹
輿
幸
右
大
臣
藤
原
朝
臣
良
相
西
京
第
。

観
桜
花
、
喚
文
人
、
賦
百
花
亭
詩
、
預
席
者
四
十
人
云
々
。
歓
宴
竟
日
、
賜
扈
従
百
官
、
禄
各
有
差
。
夜
分
之
後
、
乗
輿
還
云
々
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

三
条
の
お
ほ
み
ゆ
き
せ
し
時
→
三
代
実
録
第
十
二
云
、
貞
観
八
年
三
月
廿
三
日
已
亥
、
鷹
輿
右
大
臣
藤
原
朝
臣
良
相
西
京
第
。
観

桜
花
、
喚
文
人
、
賦
百
花
亭
詩
、
預
席
者
四
十
人
。
四
位
、
五
位
八
人
。
六
位
廿
八
人
。
天
皇
御
射
庭
、
賜
親
王
以
下
侍
従
以
上
、

射
左
右
近
衛
中
少
将
預
焉
。
中
鵠
者
賜
布
。
伶
官
奏
楽
。
垂
髺
稚
童
十
二
人
遁
出
而
舞
。
脱
奏
女
楽
、
歓
宴
竟
日
、
賜
扈
従
百
官
、

各
有
差
。
夜
分
之
後
、
乗
輿
還
云
々
。

本
書
は
『
三
代
実
録
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、『
勢
語
臆
断
』
が
「
云
々
」
と
し
て
省
略
し
て
い
る
個
所
を
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、

省
略
せ
ず
に
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
本
書
が
『
勢
語
臆
断
』
以
上
に
、
文
献
主
義
的
、
実
証
主
義
的
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
の

証
明
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
第
七
十
七
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

か
う
の
を
は
る
ほ
ど
に
、
う
た
よ
む
人〴
〵

を
め
し
あ
つ
め
て
、
け
ふ
の
み
わ
ざ
を
題
に
て
、
春
の
心
ば
へ
有
歌
た
て
ま
つ
ら
せ
た

ま
ふ
。
右
の
む
ま
の
か
み
な
り
け
る
お
き
な
、
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
よ
み
け
る
→
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
は
、
一
説
に
、
目
、
は
た
、
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か
ひ
を
作
な
が
ら
也
。
は
た
は
詞
に
て
、
か
ひ
は
明
石
入
道
の
か
ひ
を
作
る
と
源
氏
に
あ
る
類
也
と
あ
れ
ど
、
か
ひ
ひ
そ
む
は
、

な
か
ん
と
す
る
口
も
と
を
い
へ
り
。
こ
れ
は
目
は
違
ひ
な
が
ら
也
。
上
に
山
も
更
に
だ
う
の
ま
へ
に
う
ご
き
出
た
る
や
う
に
な
ん

見
え
け
る
と
い
ひ
、、
歌
も
ま
た
そ
の
心
な
れ
ば
、
目
は
違
ひ
た
れ
ど
、
違
ひ
た
る
ま
ゝ
に
て
よ
む
也
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

右
の
む
ま
の
か
み
な
り
け
る
お
き
な
、
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
よ
み
け
る
→
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
と
い
ふ
を
、
目
は
た
が
ひ
つ
く
る

と
心
得
る
一
説
あ
れ
ど
、
か
い
ひ
そ
む
は
、
な
か
ん
と
す
る
時
の
口
も
と
を
い
へ
ば
か
な
は
ず
。
目
は
ち
が
ひ
な
が
ら
と
い
へ
る

也
。
詞
に
、
山
も
更
に
だ
う
の
ま
へ
に
う
ご
き
出
た
る
や
う
に
な
ん
、
さ
ゝ
げ
物
を
山
と
見
る
故
に
、
め
は
た
が
ひ
な
が
ら
と
は

い
ふ
也
。

本
書
の
注
記
は
随
所
に
『
勢
語
臆
断
』
の
痕
跡
を
遺
し
な
が
ら
、『
勢
語
臆
断
』
に
引
か
れ
る
『
源
氏
物
語
』
明
石
巻
の
引
用
を
割

愛
し
て
い
る
。
本
書
著
述
の
方
針
が
、
必
ず
し
も
文
献
資
料
の
摂
取
・
拡
充
に
の
み
拘
泥
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ

う
。
本
書
は
、
そ
の
著
述
方
針
と
し
て
、
文
献
主
義
、
実
証
主
義
的
な
立
場
を
取
り
つ
つ
も
、
必
ず
し
も
そ
れ
一
本
槍
を
貫
く
わ
け
で

は
な
く
、
資
料
の
収
集
に
は
、
適
切
な
取
捨
選
択
の
眼
が
行
き
渡
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
次
は
第
百
十
一
段
（
ま
だ
見
ぬ
人
）
の
例
で

あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

又
返
し
→
後
撰
に
は
、
女
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
、
在
原
元
方
と
あ
り
。
こ
ひ
し
と
は
さ
ら
に
も
い
は
じ
下
ひ
も
の
と
け
む
を

人
は
そ
れ
と
し
ら
な
ん　

今
は
こ
ひ
し
と
も
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
わ
が
お
も
ひ
の
切
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
紐
の
と
く
べ
し
。
そ
の
時

こ
ふ
る
よ
と
し
れ
と
い
へ
る
な
り
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

又
返
し
→
後
撰
に
は
、
女
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
、
在
原
元
方
と
あ
り
。「
後
撰
、
恋
三
、
在
原
元
方
」
恋
し
と
は
さ
ら
に
も
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い
は
じ
下
紐
の
と
け
ん
を
人
は
そ
れ
と
し
ら
な
ん　

今
は
恋
し
と
も
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
わ
が
思
ひ
の
切
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
紐
の

と
く
べ
し
。
そ
の
時
は
こ
ふ
る
か
と
し
れ
と
い
へ
る
也
。

本
書
に
は
『
勢
語
臆
断
』
に
は
み
ら
れ
な
い
歌
集
名
、
部
立
を
明
示
し
た
注
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
本
書
の
実
証
主
義
、
あ
る
い

は
考
証
主
義
の
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
よ
う
が
、
他
方
、
本
書
の
著
者
が
彦
根
在
住
の
歌
人
、
宮
川
献
臣
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
和
歌
に
関

す
る
考
証
が
多
く
、
ま
た
深
く
な
る
の
も
納
得
し
得
る
。
些
細
な
注
記
で
は
あ
る
が
、
本
書
の
著
者
を
考
え
る
一
助
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
次
に
、
第
七
十
八
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
憶
断
』

右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
つ
ね
ゆ
き
と
い
ふ
人
、
い
ま
そ
が
り
け
り
。
そ
の
み
わ
ざ
に
ま
う
で
た
ま
ひ
て
、
か
へ
さ
に
山
し
な
の
ぜ
ん

じ
の
み
こ
、
お
は
し
ま
す
→
か
へ
さ
は
帰
る
さ
ま
也
。
万
葉
に
は
、
ゆ
く
さ
ま
く
る
さ
ま
を
、
ゆ
く
さ
く
さ
と
も
よ
め
り
。
此
か

へ
さ
は
、
か
へ
さ
の
道
に
と
い
ふ
心
也
。
禅
師
の
宮
は
人
康
親
王
、
法
名
法
性
也
。
三
代
実
録
第
二
云
、
貞
観
元
年
五
月
丙
辰
朔

七
日
壬
戌
、
四
品
守
弾
正
尹
兼
行
常
陸
大
守
人
康
親
王
出
家
入
道
上
表
曰
云
々
。
ぜ
ん
じ
と
は
、
出
家
を
惣
じ
て
い
ふ
。
此
国
の

習
な
り
。
下
に
も
、
ぞ
く
な
る
ぜ
ん
じ
な
ど
い
へ
り
。
こ
ゝ
も
ま
た
不
審
な
り
。
五
月
七
日
に
出
家
し
た
ま
へ
ば
、
此
法
事
の
時

は
ま
だ
四
品
人
康
親
王
に
て
ま
し
ま
せ
り
。
如
何
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

右
大
将
ふ
じ
は
ら
の
つ
ね
ゆ
き
と
い
ふ
人
、
い
ま
そ
が
り
け
り
。
そ
の
み
わ
ざ
に
ま
う
で
た
ま
ひ
て
、
か
へ
さ
に
山
し
な
の
ぜ
ん

じ
の
み
こ
、
お
は
し
ま
す
→
三
代
実
録
を
考
る
に
、
天
安
二
年
十
一
月
七
日
甲
子
、
清
和
天
皇
位
に
即
せ
給
ふ
。
此
日
、
従
五
位

下
右
近
衛
権
少
将
兼
周
防
権
守
藤
原
朝
臣
常
行
等
に
従
五
位
上
を
授
た
ま
ふ
。
同
第
十
三
云
、
貞
観
八
年
十
二
月
十
六
日
丁
亥
、

詔
参
議
正
四
位
下
行
右
近
衛
中
将
兼
備
前
権
守
藤
原
朝
臣
常
行
為
右
近
衛
大
将
。
同
第
二
云
、
貞
観
元
年
五
月
丙
辰
朔
壬
戌
、
四

品
守
弾
正
尹
兼
行
常
陸
大
守
人
康
親
王
出
家
入
道
上
表
曰
云
々
、
詔
人
康
親
王
辞
其
対
職
官
爵
、
帰
於
釈
侶
、
准
国
康
親
王
収
其
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品
封
。
但
封
旧
并
帳ト

ネ
リ内
資
人
、
准
無
品
例
充
之
。
人
康
親
王
者
仁
明
天
皇
之
第
四
子
也
。
承
和
十
五
年
正
月
、
叙
四
品
拝
上
総
大

守
。
仁
寿
二
年
、
還
弾
正
尹
。
済
衡
四
年
、
兼
常
陸
大
守
。
親
王
自
少
年
時
、
有
帰
大
乗
道
之
意
、
今
謝
病
遂
本
懐
焉
、
号
山
科

宮
。
貞
観
元
年
五
月
、
出
家
。
法
名
法
性
。
同
十
四
年
五
月
五
日
、
薨
、
四
十
二
。
出
家
を
ば
惣
じ
て
禅
師
と
い
ふ
。
此
国
の
習

ひ
也
。
下
に
も
、
ぞ
く
な
る
ぜ
ん
じ
な
る
と
い
へ
り
。
此
段
、
又
不
審
也
。
前
の
段
に
い
ふ
ご
と
く
、
四
十
九
日
は
貞
観
元
年
正

月
二
日
に
あ
た
り
、
山
科
の
禅
師
の
宮
は
同
じ
五
月
七
日
に
出
家
し
給
へ
ば
、
此
法
事
の
時
は
ま
だ
四
品
人
康
親
王
に
て
ま
し
ま

せ
り
。
如
何
。
三
代
実
録
第
廿
一
云
、
貞
観
十
四
年
五
月
五
日
甲
戌
、
無
品
人
康
親
王
薨
。

本
書
は
『
勢
語
臆
断
』
の
「
か
へ
さ
に
」
に
関
す
る
注
記
を
割
愛
し
、
代
わ
り
に
藤
原
常
行
と
人
康
親
王
の
官
歴
を
充
実
さ
せ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
『
勢
語
臆
断
』
が
『
伊
勢
物
語
』
自
体
を
読
み
解
く
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
本
書
は
む
し
ろ
考
証
的
な
考
察
を
中
心
と

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
両
書
の
性
格
に
か
な
り
明
確
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
次
に
、
第
七
十
七
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

安
祥
寺
に
て
み
わ
ざ
し
け
り
→
安
祥
寺
は
山
科
に
あ
り
。
五
条
后
の
御
願
に
て
建
ら
れ
た
り
。
文
徳
実
録
第
七
云
、
斉
衡
二
年
六

月
戊
寅
朔
、
詔
以
安
祥
寺
預
於
定
額
。
三
代
実
録
第
二
云
、
貞
観
元
年
四
月
十
八
日
癸
卯
、
縁
皇
太
后
御
願
置
安
祥
寺
、
年
分
度

者
三
人
。
願
文
曰
云
々
。
凡
厥
試
度
之
事
令
権
律
師
伝
燈
大
法
師
位
慧
運
専
一
勾
当
。
血
脈
相
伝
不
関
別
人
。
其
行
事
者
一
任
寺

記
云
々
。
延
喜
式
玄
蕃
云
、
凡
安
祥
寺
果
階
業
僧
擬
補
諸
国
講
師
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

安
祥
寺
に
て
、
み
わ
ざ
し
け
り
→
（
御
と
ぶ
ら
ひ
有
也
）
山
科
に
あ
り
。
五
条
后
順
子
建
立
な
り
。
恵
蓮
僧
都
此
寺
の
第
一
世
な

り
。
延
喜
式
玄
蕃
云
、
凡
安
祥
寺
果
階
業
僧
擿
補
諸
国
講
師
。
同
主
税
云
、
土
佐
国
修
理
安
祥
寺
、
宝
培
五
千
束
。
恵
蓮
は
実
𥓙

弟
子
、
承
和
五
年
入
唐
、
十
四
年
帰
朝
。
此
寺
に
太
元
秘
法
あ
る
事
は
、
後
の
事
也
。
恵
蓮
も
貞
観
十
三
年
九
月
入
滅
な
り
。
文

徳
実
録
第
七
云
、
斉
衡
二
年
六
月
戊
寅
朔
、
詔
以
安
祥
寺
預
於
定
額
施
稲
一
千
束
以
充
灯
油
。
三
代
実
録
第
二
云
、
貞
観
元
年
四
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月
十
八
日
癸
卯
、
縁
皇
太
后
御
願
置
、
安
祥
寺
年
分
度
者
三
人
願
文
曰
云
々
。

『
勢
語
臆
断
』
は
僧
慧
運
に
つ
い
て
注
し
、
本
書
は
安
祥
寺
の
開
基
恵
蓮
に
つ
い
て
加
注
す
る
。
当
然
、
引
用
さ
れ
る
文
献
資
料
も

異
な
っ
て
い
る
。
本
書
が
『
勢
語
臆
断
』
と
は
異
な
る
見
解
を
提
出
し
た
例
で
あ
る
。
次
は
第
百
二
十
三
段
（
鶉
）
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
憶
断
』

女
、
返
し
、
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
り
て
な
き
を
ら
ん
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
こ
ざ
ら
ん
→
か
り
そ
め
に
だ
に
や
は
と
い
ふ
に

狩
を
か
ね
た
り
。
か
り
そ
め
の
心
の
み
に
て
、
狩
を
か
ね
ず
と
い
へ
る
説
あ
り
。
誤
な
り
。
か
な
ら
ず
、
こ
の
鶉
と
ら
む
た
め
に

来
む
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
歌
は
か
く
縁
の
詞
を
つ
ゞ
く
る
、
常
の
な
ら
ひ
也
。
六
帖
に
、

庭
草
は
鶉
ふ
す
ま
で
は
ら
は
せ
じ
小
鷹
手
に
す
ゑ
こ
ん
人
の
た
め　

か
り
に
と
て
我
は
き
つ
れ
ど
を
み
な
へ
し
見
る
に
心
ぞ
お
も
ひ
つ
き
ぬ
る

花
の
色
を
久
し
き
物
と
思
は
ね
ば
我
は
野
山
を
か
り
に
こ
そ
み
れ

此
歌
ど
も
を
見
て
、
狩
を
か
ぬ
る
心
を
知
べ
し
。
後
の
二
首
は
貫
之
歌
に
て
、
家
集
に
も
小
鷹
狩
の
歌
也
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

女
、
返
し
、
野
と
な
ら
ば
鶉
と
成
て
鳴
を
ら
ん
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
こ
ざ
ら
ん
→
古
今
に
は
、
う
づ
ら
と
成
て
年
は
へ
ん
と
あ

り
。
か
り
そ
め
に
だ
に
や
は
と
い
ふ
に
、
狩
を
か
ね
た
り
。
か
り
そ
め
の
心
の
み
に
て
、
狩
を
か
ね
ず
と
お
も
へ
る
は
誤
な
り
。

か
な
ら
ず
、
そ
の
鶉
と
ら
ん
た
め
に
来
ん
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ね
ど
、
歌
は
か
く
縁
の
詞
を
つ
ゞ
く
る
、
常
の
な
ら
ひ
也
。
六
帖
に
、

我
宿
は
鶉
す
む
迄
は
ら
は
せ
じ
小
鷹
手
に
す
ゑ
こ
ん
人
の
た
め　

此
歌
を
見
て
、
狩
を
兼
る
心
を
し
る
べ
し
。
う
き
物
に
お
も
ひ

な
す
こ
と
を
、
う
づ
ら
の
う
も
じ
に
こ
め
た
る
べ
し
。
う
づ
ら
は
、
万
葉
に
も
、
あ
れ
て
人
め
な
き
所
に
よ
め
り
。

本
書
は
『
勢
語
臆
断
』
の
引
く
三
首
の
和
歌
の
内
、
最
初
の
一
首
の
み
を
採
り
、
後
の
二
首
を
割
愛
し
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
し
た

一
首
に
つ
い
て
も
、『
勢
語
臆
断
』
所
載
の
和
歌
の
初
句
と
二
句
、「
庭
草
を
鶉
ふ
す
ま
で
」
を
、「
我
宿
は
鶉
す
む
迄
」
に
あ
ら
た
め
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て
い
る
。
因
み
に
、
こ
の
和
歌
は
、『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
二
「
こ
た
か
」
に
、
お
ち
の
わ
う
女
の
詠
と
し
て
載
る
が
、
初
句
・
二
句

は
「
に
は
く
さ
を
う
づ
ら
す
む
ま
で
」
と
あ
り
、
初
句
は
『
勢
語
臆
断
』、
二
句
は
本
書
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
。）

（1
（

本
書
の
注
記

は
二
首
を
割
愛
し
た
後
、『
勢
語
臆
断
』
の
「
此
歌
ど
も
」
を
「
此
歌
」
に
改
め
、「
後
の
二
首
は
貫
之
歌
に
て
、
家
集
に
も
小
鷹
狩
の

歌
也
」
と
い
う
解
説
の
部
分
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
和
歌
の
選
定
に
連
動
し
た
改
変
で
あ
る
と
い
え
る
。
著
者
の
編
集
の

目
が
、
細
部
ま
で
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
う
一
例
、
第
百
二
十
五
段
の
例
で
あ
る
。

『
勢
語
臆
断
』

む
か
し
、
を
と
こ
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
心
ち
し
ぬ
べ
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
終
に
ゆ
く
み
ち
と
は
か
ね
て
聞
し
か
ど
き
の
ふ
け
ふ
と
は

思
は
ざ
り
し
を
→
大
和
物
語
云
、
水
尾
の
み
か
ど
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
、
弁
の
み
や
す
所
と
て
い
ま
す
が
り
け
る
を
、
在

中
将
、
し
の
び
て
か
よ
ひ
け
り
。
中
将
、
や
ま
ひ
い
と
お
も
く
し
て
、
わ
づ
ら
ひ
け
る
を
、
も
と
の
め
も
あ
り
、
こ
れ
は
い
と
し

の
び
て
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
い
き
も
と
ぶ
ら
ひ
た
ま
は
ず
、
し
の
び〳
〵

に
な
ん
、
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
、
日
々
あ
り
け
る
。
さ

る
に
、
と
は
ぬ
日
な
ん
有
け
る
。
や
ま
ひ
も
い
と
お
も
り
て
、
そ
の
日
に
な
り
に
け
り
。
中
将
の
も
と
よ
り
、
つ
れ〴
〵

と
い
と
ゞ

こ
こ
ろ
の
わ
び
し
き
に
け
ふ
は
と
は
ず
て
く
ら
し
て
ん
と
や　

と
て
お
こ
せ
た
り
。
よ
は
く
な
り
に
た
り
と
、
い
と
い
た
う
な
き

さ
は
ぎ
て
、
返
事
な
ど
も
せ
ん
と
す
る
ほ
ど
に
、
し
に
け
り
と
聞
て
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
り
。
し
な
ん
と
す
る
事
、
い
ま〳
〵

と

な
り
て
読
た
り
け
る
歌
、
如
今
。

『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』

む
か
し
男
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
心
ち
し
ぬ
べ
く
、
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
終
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
し
か
ど
き
の
ふ
け
ふ
と
は
思
は
ざ

り
し
を
→
大
和
物
語
云
、
水
尾
の
み
か
ど
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
、
弁
の
み
や
す
所
と
て
い
ま
す
が
り
け
る
を
、
み
か
ど
御

ぐ
し
お
ろ
し
給
ひ
て
後
に
、
ひ
と
り
い
ま
す
が
り
け
る
を
、
在
中
将
、
し
の
び
て
か
よ
ひ
け
り
。
中
将
、
や
ま
ひ
い
と
お
も
く
し

て
、
わ
づ
ら
ひ
け
る
を
、
も
と
の
妻
ど
も
ゝ
あ
り
、
こ
れ
は
い
と
し
の
び
て
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
い
き
も
と
ぶ
ら
ひ
た
ま
は
ず
、
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し
の
び〳
〵

に
な
ん
、
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
、
日
々
な
り
け
り
。
さ
る
に
、
と
は
ぬ
日
な
ん
有
け
る
。
や
ま
ひ
も
い
と
お
も
り
て
、

そ
の
日
に
な
り
に
け
り
。
中
将
の
も
と
よ
り
、
つ
れ〴
〵

と
い
と
ゞ
心
の
わ
び
し
き
に
け
ふ
は
と
は
ず
て
く
ら
し
て
ん
と
や
と
て
、

お
こ
せ
た
り
。
よ
は
く
成
に
た
り
と
て
、
い
と
い
た
う
な
き
さ
は
ぎ
て
、
返
事
な
ど
も
せ
ん
と
す
る
ほ
ど
に
、
し
に
け
り
と
き
ゝ

て
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
り
。
し
な
ん
と
す
る
事
、
い
ま〳
〵

と
な
り
て
よ
み
た
り
け
る
歌
、
如
今
。

両
書
は
同
じ
『
大
和
物
語
』
第
百
六
十
五
段
（
つ
ひ
に
行
く
道
）
を
引
用
す
る
が
、
本
書
に
は
『
勢
語
臆
断
』
に
欠
落
し
て
い
る
傍

線
部
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
著
者
が
『
勢
語
臆
断
』
の
脱
文
に
気
付
い
て
補
足
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
方
、
こ
の
一

文
を
欠
く
と
、
業
平
は
清
和
帝
在
位
中
に
弁
の
御
息
所
と
密
通
し
た
と
も
解
し
得
る
。
本
書
の
著
者
は
業
平
と
弁
の
御
息
所
と
の
密
通

の
可
能
性
を
否
定
し
、
い
わ
ば
業
平
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
こ
の
一
文
を
補
足
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
に
は
、
そ
う
し
た
著
者

の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ち
こ
ち
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
書
に
は
二
十
四
個
所
に
わ
た
っ
て
、
朱
筆
の
注
記
が
混
じ
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
『
勢
語
臆
断
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。

第
九
十
九
段
（
ひ
を
り
の
日
）
の
例
で
あ
る
。

む
か
し
（
イ
ニ
男
ア
リ
）、
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
→
（
業
平
、
貞
観
六
年
三
月
、
右
少
将
。
七
年
、
右
馬
頭
。
十
九
年
正
月
、

左
中
将
）
一
条
よ
り
大
宮
の
方
を
、
右
近
の
馬
場
と
い
ひ
て
、
そ
れ
よ
り
東
の
方
を
、
左
近
の
馬
場
と
い
ふ
。
ひ
を
り
の
日
の
事
、

顕
昭
云
、
三
日
は
左
近
荒
手
結
、
四
日
は
右
近
荒
手
結
、
五
日
は
左
近
真
手
結
、
六
日
は
右
近
真
手
結
也
。
荒
手
結
の
日
は
、
射

手
の
近
衛
舎
人
、
水
干
ば
か
ま
に
、
く
ゝ
り
を
上
て
、
褐
の
尻
を
女
の
中
ゆ
ひ
た
る
や
う
に
引
出
て
、
其
上
に
行
騰
を
結
也
。
真

手
結
の
日
は
、
紅
の
下
の
襷
、
を
り
も
の
ゝ
さ
し
貫
に
、
く
ゝ
り
を
上
ず
し
て
、
そ
ば
を
は
さ
み
て
、

褐

（
ウ
ヘ
ノ
キ
ヌ
　
カ
ツ
）（

短
衣
ナ
リ
）

の
尻
を
脛
よ
り
前
ざ
ま
に
引
た
を
り
て
、
前
に
は
さ
め
り
。
さ
れ
ば
、
此
真
手
番
の
日
を
、
ひ
を
り
の
日
と
は
い
ふ
な
り
。
以
上
、

顕
昭
の
説
な
り
。
さ
ら
ば
、
右
近
の
む
ま
ば
の
ひ
を
り
の
日
は
、
六
日
な
り
（
イ
ニ
五
月
五
日
ト
ア
リ
）。

短
い
な
が
ら
、
五
個
所
に
朱
筆
に
よ
る
加
注
が
み
ら
れ
る
。
本
文
校
異
に
関
す
る
注
記
が
二
個
所
、
業
平
の
官
歴
と
簡
単
な
語
釈
、

、
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お
よ
び
漢
字
の
読
み
方
に
関
す
る
注
記
が
各
一
個
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
勢
語
臆
断
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。
朱
筆
と
い
う
性
格
上
、

こ
れ
ら
の
注
記
は
本
書
の
完
成
後
、『
勢
語
憶
断
』
と
は
関
ら
ず
に
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
朱
筆

に
よ
る
注
記
は
、
本
書
を
書
写
し
、
所
持
し
て
い
た
光
明
寺
の
海
十
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
五
）

本
書
、『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』（
仮
題
）
は
書
写
、
出
版
の
世
界
で
は
広
範
な
広
が
り
を
み
な
い
彰
考
館
蔵
『
勢
語
臆
断
』
を
基
底

に
著
述
さ
れ
た
。
ま
た
、『
伊
勢
物
語
』
研
究
の
世
界
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
活
動
の
軌
跡
が
明
瞭
で
は
な
い
下
河
辺
長
流
の
考
説
が
、

一
例
な
が
ら
み
ら
れ
た
。
他
に
も
、
本
書
に
は
目
配
り
の
効
い
た
文
献
主
義
、
実
証
主
義
的
な
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
、
適
切
な

編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
著
者
の
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
ま
た
、
本
書
の
著
者
と
し
て

彦
根
藩
士
で
歌
人
の
宮
川
献
臣
を
想
定
し
て
み
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
書
の
著
者
と
水
戸
徳
川
家
と
の
関
係
、
江
戸
中
期
の
近
江
、
伊
勢
な
ど
近
畿
圏
の
文
化
圏
の
あ
り
方
の
考

察
な
ど
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
小
稿
は
新
出
資
料
『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』（
仮
題
）
の
報

告
と
そ
の
位
置
付
け
に
留
め
て
筆
を
置
き
た
い
。

〈
注
〉

１　

以
下
、『
伊
勢
物
語
』
の
章
段
名
は
初
出
に
の
み
掲
げ
る
。
章
段
名
は
福
井
貞
助
氏
校
注
「
日
本
古
典
文
学
全
集
８
」（
昭
和

四
十
七
年　

小
学
館
）
に
よ
る
。

２　

以
下
、
諸
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
通
行
の
字
体
の
使
用
を
原
則
と
す
る
。
句
読
点
、
清
濁
は
私
に
付
し
た
。
傍
線
、
波
線
等

も
論
者
に
よ
る
。
細
字
の
注
記
は
「　

」、
朱
筆
に
よ
る
注
記
は
（　

）
で
示
し
た
。『
伊
勢
物
語
宮
川
氏
注
』
の
明
ら
か
な
誤
字
は
訂

正
し
た
。
ま
た
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
と
注
釈
部
分
の
間
に
→
を
付
け
て
区
別
し
た
。
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３　

宮
川
献
臣
に
つ
い
て
は
大
阪
市
立
大
学
所
蔵
の
野
津
基
明
著
『
彦
根
歌
人
伝
』（
天
保
七
ー
十
五
年　

一
八
三
六
ー
四
四
）
に
記

載
が
見
ら
れ
る
。

４　
『
詠
歌
大
概
』
に
は
、「
常
観
念
古
歌
之
景
気
可
染
心
、
殊
可
見
習
者
、
古
今
、
伊
勢
物
語
、
後
撰
、
拾
遺
、
三
十
六
人
集
之
内
殊

上
手
歌
、
可
懸
心
「
人
丸
、
貫
之
、
忠
峯
、
伊
勢
、
小
町
之
類
也
」」
と
あ
る
。

５　

以
下
、『
勢
語
臆
断
』
の
引
用
は
久
松
潜
一
氏
校
訂
「
契
沖
全
集　

第
九
巻
」（
昭
和
四
十
九
年　

岩
波
書
店
）
に
よ
る
。
訓
点
や

振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
な
お
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、『
勢
語
臆
断
』
は
「
契
沖
全
集　

第
九
巻
」
の
底
本
で
あ
る
円
珠
庵
蔵
本
を

用
い
、
必
要
に
応
じ
て
対
校
に
用
い
ら
れ
て
い
る
彰
考
館
蔵
本
を
用
い
た
。

６　

以
下
、『
大
和
物
語
』
の
章
段
名
は
注
１
「
日
本
古
典
文
学
全
集
８
」
に
よ
る
。

７　

た
だ
し
、
契
沖
の
自
筆
は
初
め
の
一
丁
半
程
で
、
後
は
契
沖
の
兄
、
如
水
の
筆
で
あ
る
。

８　

注
５
「
契
沖
全
集　

第
九
巻
」
解
説
に
よ
る
。

９　

森
銑
三
氏
「
新
資
料
に
よ
る
下
河
辺
長
流
の
研
究
」（「
国
語
と
国
文
学
」
第
八
巻
第
四
号
）
に
よ
る
。

10　
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
引
用
は
「
新
編
国
歌
大
観
」
編
集
委
員
会
編
「
新
編
国
歌
大
観　

第
二
巻
」（
昭
和
五
十
九
年　

角
川
書
店
）

に
よ
る
。


